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Ⅰ　問題の所在

児童虐待の問題は、現代社会における大きな社会
課題の一つである。この問題が取り上げられるよう
になってから久しいが、今なお、その処理件数は増
加しつづけている。子ども家庭庁が発表した全国の
児童相談所における児童虐待の処理件数は、2022年
度には219,170件（速報値）となっており、対前年
度比で＋5.5％（11,510件の増加）（子ども家庭庁、
2023）となっている。児童虐待についての相談処理
件数に関する統計を取り始めた1990年度（当時は厚
生労働省）は、全国で1101件であったことから、そ
の当時と比較すると、実にほぼ200倍にものぼる件
数である。

児童虐待への対応としては、在宅での継続支援
ケースとなる場合が全体としては多いものの、虐待
の重篤度の判定から、児童の健全な発達を保障する
ためには、家庭から分離せざるを得ないと判断され
ることがある。そのような場合には、児童相談所に
よる一時保護等を経て、乳児院や児童養護施設、児
童心理治療施設、児童自立支援施設等の児童福祉施
設への入所措置、あるいは里親への委託措置が取ら
れることとなる。その上で、児童への支援ととも
に、親子関係の改善に向けた親子双方に対する支援
が実施されることとなる。この点において、日本で
は、1995年に起きた阪神淡路大震災以降、重篤な
心の傷付きを、心的外傷（トラウマ）と理解し、そ
の症状として心的外傷後ストレス障害（PTSD）が
あることに注目が集まるようになった。そして、実
は、虐待を受けた子どもたちが呈する症状の背景に
は、虐待によるトラウマから引き起こされたPTSD
症状があるということが解明されるにつれて、子ど
もたちに対する心理的なケアの重要性が強く意識さ
れるようになってきた（Gil,E.,1991;西澤、1999；安

倍、2001；大迫、2001など）。そして、1999年に
は、児童養護施設に非常勤の心理職を配置するとい
う取り組みが始められることとなった。児童福祉領
域においては、児童相談所の心理判定員や情緒障害
児短期治療施設の心理療法士以外では、心理職の配
置がなされていなかったことから、当初は心理職の
受け入れについての大きな混乱もあったが（大迫、
2013）、心理面を重視する現在につながる極めて大
きな転換点となったと言えるだろう。その後、乳児
院や母子生活支援施設、児童自立支援施設等の児童
福祉施設における心理職の配置も始まり、心理的ケ
アや心理職の在り方等に関する実践と研究が進み始
めた（坪井、2004；古谷、2006；藤澤、2012；井
出、2012；加藤、2012；楢原・増沢、2012など）。
児童虐待防止法が成立したのは2000年であるが、福
祉領域では障害者虐待防止法（2005年）、高齢者虐
待防止法（2011年）に先んじている。このことは、
子どもたちは、当然のことながら、可塑性に富む存
在であることから、早期の心理的ケアを含む適切な
対応（里親や保護者への支援も含む）を行うことが
必要であるという認識が法律の成立にも反映されて
いると言えるだろう。それ故に、特に、乳幼児期と
いう早期からの連続的な視点に立った上での有効な
方策の確立が重要であると考えられる。

このような問題意識のもとで大迫・白澤（2019a, 
2019b）では、全国の乳児院、児童養護施設を対象
にして、大規模な質問紙調査を行い、乳幼児期とい
う早期の時期からの連続性を考慮した上での心理的
ケアについての解明を試みた。その結果からは、乳
幼児期という早期からの連続性を持った心理的ケア
の必要性を認識している施設が少なくないことが認
められ、具体的には、ライフストーリーワークの考
え方などを基にした取り組み、里親養育への繋ぎを
重視した里親支援の取り組み等が工夫されているこ
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とが明らかとなった。ただし、施設によっては、人
員配置や形態上の問題等から、その重要性はある程
度認識されてはいるものの、実際の取り組みが困難
であるという場合もあった。

さらに、質的な面から調査分析を行うために研究
を進めて、施設での実地調査を実施した。その結
果、児童養護施設については、「早期からの養育
における心理面での繋ぎ（連続性を持った心理的
ケア）」に関して、①生い立ちや家族について日常
的に触れることができる環境の調整、②併設施設に
おける乳児院・児童養護施設間の交流の重視（乳幼
児合同ユニット等を含む）、③併設施設でない場合
の連続性への配慮、④家庭との繋ぎへの配慮、⑤兄
弟関係への配慮、⑥幼児期からが学童期へのつなぎ
への配慮、⑦家庭支援専門相談員、里親支援専門相
談員の役割の重要性及び施設の里親支援機能の充実
など、おおむね７項目の重視されている、あるいは
有効だと考えられる視点が示された。また、「心理
職」については、①生活に関わることで、タイム
リーな支援や支援のアイデアを得ることが可能とな
るという利点、②個別面談によるトラウマケアなど
のほか、集団も含めて、SST、性（生）教育、セカ
ンドステップ、ライフストーリー的な取り組みの必
要性、③生活職員との協働における、客観的な見立
てができること、コンサルテーションにより生活担
当職員のかかわりの質が上がる、心理支援もできる
こと、心理職が入ってから繋ぎを重視する土壌がで
きてきたという変化など、おおむね３項目の重視さ
れている、あるいは有効だと考えられる視点が示さ
れたものである（大迫・白澤、2022）。

さて、これらの研究により一定の成果を得たもの
の、さらなる課題にも直面することとなった。厚生
労働省（当時）は、家庭的養護を推進していくとい
う方向性を示しており、乳児院や児童養護施設等の
児童福祉施設においては、小規模化や地域分散化の
流れが進みつつあったのだが、そのような時期に行
われた研究では、調査の時点に比して、その前ほん
の数か月～１，２年程度の間に小規模化ユニット等
への建て替えが済んだ施設も少なくはないことが明
らかになった。そして、大規模な形態から、小規模
化への移行が進んだ施設においては、例えば、｢小
規模化になるほど、子どもの声が大きくなる。生い
立ちに対する疑問の声も出てくるようになった。そ
のため、丁寧な対応が必要である｣などとする意見も
少なからず聞かれた。そして、その対応のためにも
ライフストーリーワークの考え方を取り入れた等の
意見などもあった（大迫・白澤、2022）。そのこと

から、小規模化に伴う子どもの様子と職員の変化に
関する継続的な調査の必要性が感じられた。また、
あわせて進行中であった里親養育の方向性の点から
も、里親との良い関係性を作り、継続支援している
施設もあった。子ども自身の人生のつながりを考え
るならば、里親養育という点でも、里親を支援する
人や機関が必要であり、協働して養育にあたるとい
う施設の役割が求められる。つまり、施設の高機能
化・多機能化に関する取り組みの強化も極めて重要
である。

このことから、施設の小規模化や里親養育等の方
向性に沿った上での乳幼児期からの連続性を持った
心理的ケアのあり方の探求が、非常に重要な課題で
あることは明白であり、施設の高機能化や多機能化
に伴う役割の変化等も踏まえつつ検討する必要があ
る。施設形態は、まさに、大きく変革していく時期
にあたることから、継続的な調査研究が求められ
る。その際には、小規模化に加えて、より一層の家
庭と同様の環境での養育、すなわち里親養育の推進
という方向性（2017年８月「新たな社会的養育ビ
ジョン」等）を受けた上での、里親支援、里親家庭
等との協働、保護者支援、専門性の発揮、地域支援
等の新たな施設の役割（高機能化・多機能化）に関
する検討を行っていく必要があると言える。

以上のことから、①施設の小規模化、家庭的養護
の方向性（地域分散化含む）からの連続性を持った
心理的ケアのあり方、②家庭と同様の環境での養育
の推進を踏まえた上での里親支援･協働等を中心と
する施設の新たな役割（高機能化・多機能化）の２
点の解明を大きな目的として、乳児院に関する調査
（白澤・大迫、2023）に続いて、児童養護施設に関
して、全国規模の調査研究を行うこととしたもので
ある。

Ⅱ　方法

１）調査対象
対象は、全国604か所の児童養護施設であり、各施

設に対して、施設長または主任、家庭支援専門相談
員、里親支援専門相談員（おおむね施設全体の動向
を把握している者）に対する調査用紙（以下、施設
長・主任等用と表記）と心理職に対する調査用紙を
別個に作成し、調査を実施した。心理職用の質問紙
は、複数配置がある場合には、複数の心理職に回答
してもらうようにした。
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２）調査時期
令和２年（2020年）２月下旬に郵送により実施し

た。

３）内容
施設長・主任等用、および心理職用のいずれにつ

いても、（１）施設の基本情報、（２）施設の小規
模化や多機能化等に伴う養育における早期からの心
理面での繋ぎ（連続性を持った心理的ケア）につい
て尋ねた。また、心理職には、（３）施設心理職と
しての意見についての自由記述を加えた。なお、施
設長・主任用と心理職用で尋ねる項目は一部を変更
した。以下具体的な項目について述べる（なお、、
一部必ずしも施設の現状に合わない質問項目１項目
があったため除外、修正を行った）。
＜施設長・主任等用＞

施設長・主任等用については、（１）施設の基本
情報として、①児童の入所状況（定員、現員の人数
等）、②小規模化・地域分散化の状況、③施設の所
在等、④心理職他（加算職員）の配置等について尋
ねた。また、（２）施設の小規模化や多機能化等に
伴う養育における早期からの心理面での繋ぎ（連続
性を持った心理的ケア）について、①代表的な取り
組みの実施状況（以下詳細）、②小規模化・高機能
化等に伴って生じた変化、特にメリットやデメリッ
トの内容、③里親のフォスタリング、マッチング支
援や委託後の支援の取り組みの具体的内容等につい
て尋ねた。

まず、①取り組みの内容については、代表的かつ
重要だと思われる取り組みを計10カテゴリーとし
て選定・抽出し、それぞれについて、その頻度に
つき、ⅰ）頻繁にある：３点、ⅱ）時々ある：２
点、ⅲ）まれにある：１点、ⅳ）ない：０点として
尋ねた。具体的な内容（10カテゴリー）は、ⅰ）
入所後の親との関係性への配慮（早期からの面会の
実施等、柔軟な対応等）、ⅱ）措置変更前の慣らし
保育の重視（別法人・併設[同一法人含む]との間で
の）、ⅲ）措置変更後の事後訪問、里帰り行事等
の重視（別法人・併設[同一法人含む]との間での）
ⅳ）里親に対するマッチング支援やアフターフォ
ローの配慮、ⅴ）ライフストーリーの考え方、育て
アルバム作成、“telling”（語りかけ、告知）・等の
重視、ⅵ）施設内のユニット、ブロック間での相互
交流の重視（職員の人事移動、併設施設との建物の
部分共有、日常交流等）ⅶ）児童家庭支援センター
との連携や協力、ⅶ）児童家庭支援センターとの連
携や協力、ⅷ）児童相談所との特段の連携や協力、

ⅸ）市町村との連携や協力、ⅹ）里親会との連携や
協力、であった。さらに、その他、特記事項等につ
いても、自由記述にて、追加的に尋ねた。

続いて、②小規模化・高機能化等に伴う変化、特
にメリットやデメリットに関しての内容、及び、③
里親のフォスタリング、マッチング支援や委託後の
支援の取り組みの具体的内容等に関することについ
ては、いずれも自由記述にて尋ねた。
＜心理職用＞

心理職用については、（１）施設の基本情報とし
て、①心理職に関すること（雇用形態、人数、性
別、年齢、児童養護施設での経験年数、保有資格
等）、②施設の状況（担当児童の数[個別と全体]、
小規模化の状況等）について尋ねた。また、施設
長・主任等用と同様に、（２）施設の小規模化や多
機能化等に伴う養育における早期からの心理面での
繋ぎ（連続性を持った心理的ケア）について、①代
表的な取り組みの実施状況（以下詳細）、②小規模
化・高機能化等に伴って生じた変化、特に、メリッ
トやデメリットの内容、③里親のフォスタリング、
マッチング支援や委託後の支援の取り組みの具体的
内容等について尋ねた。ただし、施設長・主任等用
と同様の内容を中心にした場、一部は内容を変更し
た上で、心理職のかかわり方や観点を中心に回答を
お願いした。

まず、①取り組みの内容については、施設長・主
任等用を参考に、代表的かつ重要だと思われる取り
組みを計11カテゴリーとして抽出し、その頻度につ
き、ⅰ）頻繁にある：３点、ⅱ）時々ある：２点、
ⅲ）まれにある：１点、ⅳ）ない：０点として、特
に、心理職の立場からのかかわりについて尋ねた。
具体的な内容（11カテゴリー）としては、ⅰ）ライ
フストーリーワークに関する取り組みの配慮（育ち
アルバム作成、生い立ちや家族について日常的に触
れることができる環境の調整等）、ⅱ）乳児院や児
童養護施設（別法人・併設[同一法人含む]）との間
での交流等の配慮（慣らし保育等）、ⅲ）家庭との
繋ぎの配慮（早期からの面会の実施等、柔軟な対応
等）、ⅳ）里親に対するマッチング支援やアフター
フォローの配慮、ⅴ）兄弟・姉妹での入所の場合）
兄弟・姉妹関係への配慮等（同一ユニットでの対応
等）、ⅵ）施設内のユニット、ブロック間での相互
交流の重視（職員の人事移動、建物の部分共有、日
常交流等）ⅶ）心理教育プログラム（例：コモンセ
ンスペアレンティング、セカンドステップ、CAP
等）の重視、ⅷ）児童家庭支援センターとの連携や
協力、ⅸ）児童相談所との特段の連携や協力、ⅹ）
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市町村との連携や協力、ⅺ）里親会との連携や協
力、であった。さらに、その他、特記事項等につい
ても、自由記述にて追加的に尋ねた。

続いて、②小規模化・高機能化等に伴う変化、特
にメリットやデメリットに関しての内容、及び、③
里親のフォスタリング、マッチング支援や委託後の
支援の取り組みの具体的内容等に関することについ
ても、心理職の立場からの視点を中心に据えてもら
い、いずれも自由記述にて尋ねた。さらに、（３）
心理職としての意見や課題等についても自由記述に
て尋ねた。

４）倫理的配慮
当該所属大学における倫理審査を受け、承認を受

けた上で実施した。

Ⅲ　結果と考察

１）調査票の回収状況
調査票の回収状況は、施設長・主任等用につ

いては、184施設より回答が得られた（回収率：
30.6％）。また、心理職用については、209人（164
施設）の心理職より回答が得られた（なお、以下
の集計では、項目ごとの回答数をもとに集計をし
た。）

２）�施設長または主任等用の調査用紙の回答結果よ
り

（１）施設の基本情報
①児童の入所定員：児童の入所定員は、40人未満の
施設が46か所、40人～60人未満の施設が91か所で最
も多く、60人～80人未満の施設27か所、80人以上の
施設は18か所であった（平均値は50人、範囲は20人
～110人であった）。
②現員：現員については、7563名が入所または措置
中であった。
③心理職の配置：心理職の配置については、183
施設のうち165施設に心理職が配置済みであった
（90.2％）。
④小規模化・地域分散化の導入状況：小規模化の
導入状況については、141か所が導入済みまたは展
開中と答えた（81.0％）。一方、33か所は未導入と
答えた（18.9％）。なお導入済みの施設のうち、52
か所はすべて小規模化していると答えた（全体の
29.9％）。また、地域分散化については、101か所の
施設が導入していると答え（56.7％）、77か所の施
設は導入していないと答えた（43.2％）。ただし、
今後の予定についての記述があったところでは、未

導入の施設も含め、すでに導入済みの施設において
も、今後何らかの形での小規模化及び地域分散化の
計画を進めているとするところが多く見られた。予
定がないとした施設は、人材不足や予算、場所の問
題などを主な理由に挙げているところが多かった。
（２）養育における心理面での繋ぎに関して
①乳幼児期からの心理面での繋ぎに関する取り組
み：幼児期からの心理面での繋ぎに関する取り組み
の内容（入所後の親との関係性への配慮、措置変更
前の慣らし保育の重視、ライフストーリーの考え方
の重視など、計10カテゴリー、およびその他）につ
いて、カテゴリーごとに、その頻度につき、ⅰ）頻
繁にある：３点、ⅱ）時々ある：２点、ⅲ）まれに
ある：１点、ⅳ）ない：０点として尋ねてまとめた
結果を表１に示す。その結果、１）児童相談所との
連携や協力が2.81点で最も高く、続いて２）入所後
の親との関係性への配慮が2.45点、３）施設内のユ
ニット・ブロック間での相互交流の重視が2.24点、
４）措置変更前の慣らし保育の重視が1.93点、５）
ライフストーリーの考え方等の重視が1.92点と高
かった。このことから、養育における心理的繋ぎの
意識については、概して高いと思われたが、児相と
の連携や親との関係の配慮が特に重きをおかれてい
た。なお、里親支援については、1.68点であり、全
体としてみると、取り組みはそれほど活発ではない
と思われた。
②小規模化、地域分散化等に伴うメリットやデメ
リット：小規模化、地域分散化等に伴うメリットや
デメリットについて記述式で尋ねたところ（KJ法に
準じて分析を実施）、メリットについては、80施設
より回答があった。メリットとしては、おおむね、
３つのカテゴリー、すなわち、子どものこと、子ど
もと職員の相互関係に関すること、職員（大人）
に関することに分かれた。具体的には、生活が落ち
着いた、愛着形成の促進、信頼関係の構築が容易
になった、個別の対応（一対一）がとりやすくなっ
た、子どもの変化に気づきやすくなった、年長児か
らの圧が減った、小規模（地域化含む）・縦割りに
より特定の養育者との継続した養育が可能になっ
た、小規模地域化により現実の生活に近く将来にプ
ラス、専門職が充実するようになった、多職種連携
の意識化によって児童情報の共有が促進した、など
が挙げられた。一方で、デメリットについては、71
施設より回答があった。デメリットとしては、同様
に、おおむね、３つのカテゴリー、すなわち、子ど
ものこと、子どもと職員の相互関係に関すること、
職員（大人）に関することに分かれており、子ども
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の不満（ネガティブな意味で）が出やすくなった、
子ども同志・職員と子どもの間での関係性が悪くな
ると立て直しにくい、職員の負担感がかなり増加、
職員間の連携がとりにくくなった、本体施設との距
離があると適切なサポートを適宜得ることが難しく
なる、本体施設で行われる心理士との面接の機会が
とりづらくなった、新人職員の育成が難しい、研修
や学習の機会がとりづらくなったなどが挙げられ
た。メリットについては、子どもの利益に関するこ
とが多く、デメリットについては職員の勤務等に関
することが多かった。
③里親のフォスタリング、マッチング支援等の具体
的内容：里親のフォスタリング、マッチング支援
等の具体的内容について記述式で尋ねたところ、
101施設より回答があった。取り組みがあるところ
と、取り組みが始まったばかりか、まだ実施して
いないところで大きく意見が分かれた。里親支援専
門相談員を配置して活動を進めている、里親サロン
を実施している、里親家庭の家庭訪問の実施（里親
家庭へ退所した児童の継続フォローを含む）、里親
ボランティアの受け入れなどの取り組みが比較的多
く認められた。しかしながら、ほとんど実施してい
ない（手が回っていない）、里親支援専門相談員を
配置したばかりで、これから進めていく予定との意
見も少なくなかった。なお、併設施設として、乳児
院や児童家庭支援センターがあり（あるいは開設予
定）、フォスタリング機関の指定を受けていたり、
里親支援事業の一部を委託されていたりする場合に
はかなり活動も活発かつスムーズに行われていると

思われた。課題としては、地域に里親がほとんどい
ない、あるいは少ないためかかわりがないといった
点なども挙げられた。現実的には施設の規模や経営
状態、地域性などによって大きな差異があると思わ
れた。

３）心理職用の調査用紙の回答結果より
（１）心理職の基本情報
①心理職の配置：心理職の回答は、常勤の心理職は
154人、非常勤の心理職が53人であった（回答数207
人）。常勤と非常勤を合わせた心理職の配置人数に
ついては、施設ごとの人数で見ると、１人が最も多
く105か所、２人が27か所、３人が17か所、４人が
９か所，５人以上が４か所（回答施設163施設、全
体数274名）であった。なお、非常勤のみで対応し
ている施設は24か所であった。
②心理職の平均年齢：心理職の平均年齢については
34.7歳だった。また、児童養護施設での平均勤務年
数は、６年３か月であった。臨床心理士または公認
心理師のいずれかの資格を所持している者は154名
（73.4％）であった。
（２）養育における心理面での繋ぎに関して
①乳幼児期からの心理面での繋ぎに関する取り組
み：乳幼児期からの心理面での繋ぎに関する取り
組みの内容（施設長用に準じるが、項目は一部変
更し、心理職の取り組みに焦点を当てて回答を求め
た）について、カテゴリーごとに、その頻度につ
き、ⅰ）頻繁にある：３点、ⅱ）時々ある：２点、
ⅲ）まれにある：１点、ⅳ）ない：０点として尋ね

表１　乳幼児期からの心理面での繋ぎに関する取り組みの内容と頻度（施設長・主任他）

取り組みの内容（カテゴリー） 頻度点数

ⅰ） 入所後の親との関係性への配慮（できるだけ早期からの面会の実施等、柔軟な対応等 ) 2.45

ⅱ） 措置変更前の慣らし保育の重視（別法人・併設 [ 同一法人含む ] との間での） 1.93

ⅲ） 措置変更後の事後訪問、里帰り行事等の重視（別法人・併設 [ 同一法人含む ] との間での） 1.46

ⅳ） 里親に対するマッチング支援やアフターフォローの配慮 1.68

ⅴ） ライフストーリーの考え方、“telling”( 語りかけ、告知 )・育てアルバム作成等の重視 1.92

ⅵ） 施設内のユニット、ブロック間での相互交流の重視 ( 職員の人事移動、併設施設との建
物の部分共有、日常交流等 ) 2.24

ⅶ） 児童家庭支援センターとの連携や協力 1.11

ⅷ） 児童相談所との特段の連携や協力 2.81

ⅸ） 市町村との連携や協力 1.88

ⅹ） 里親会との連携や協力 1.63
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てまとめた結果を表２に示す。その結果、１）児
童相談所との連携や協力が1.97点で最も高く、２）
ライフストーリーに関する取り組みへの配慮が1.40
点、３）施設内相互交流の重視、及び、（兄弟・姉
妹での入所の場合）兄弟・姉妹関係への配慮等（同
一ユニットでの対応等）が1.28点、５）心理教育プ
ログラムの実施が1.20点と続いた。養育における心
理的繋ぎへの意識はあるが、心理職の配置や体制上
から、すべての取り組みに頻繁にかかわることは難
しく、そのかかわりは、それぞれの施設において、
専門性を活かした部分等に重きが置かれていると考
えられた。なお、里親支援については0.51点となっ
ており、心理職としてのかかわりは少なかった。
②小規模化、多機能化等に伴うメリットやデメリッ
ト：小規模化、多機能化等に伴うメリットやデメ
リットについて記述式で尋ねたところ（KJ法に準
じて分析を実施）、メリットについては、138人よ
り回答があった。メリットとしては、おおむね、
３つのカテゴリー、すなわち、子どものこと、子ど
もと職員の相互関係に関すること、職員（大人）に
関することに分かれた。具体的には、より家庭に近
く子どもがゆったりと生活できるようになった、子
ども一人ひとりの良さや課題が見えやすくなった、
一対一のかかわりを進めやすい、担当の職員が子ど
もを把握しやすくなったので心理職にとってもプラ
ス、多職種での連携しながらかかわることができて
効果的である、ライフストーリーワークがやりやす

くなった、生活場面面接がやりやすくなった、個別
のセラピーの枠がしっかり確保できるようになっ
た、などが挙げられた。一方で、デメリットについ
ては、140人より回答があった。デメリットについ
ても、同様に、おおむね、３つのカテゴリー、すな
わち、子どものこと、子どもと職員の相互関係に関
すること、職員（大人）に関することに分かれてお
り、担当者との分離の場合に抱える子どもが抱える
喪失感が大きい（小規模化で）距離が近くなった分
関係悪化の場合の問題が大きい、普段の子どもの様
子が把握できなくなった、職員一人一人の負担が増
えている、職員の人材確保や育成が難しい、地域分
散化により（距離があると）継続的な心理療法がで
きなくなった、などが挙げられた。小規模化・地域
分散化はメッリトも大きいがリスクも大きいという
声もあった。メリットについては、子どもの利益に
関することが多く、デメリットについては職員の勤
務等に関することが多かった。なお、里親委託の方
向性により、幼児の入所が減り連続性を持った心理
的ケアが難しくなったという意見もあった。
③里親のフォスタリング、マッチング支援等の具体
的な内容：里親のフォスタリング、マッチング支援
等の具体的な内容について記述式で尋ねたところ、
110人より回答があった。どちらかというと里親支
援専門員が中心になって取り組んでいるという意見
が多かった（ただし、配置からの年数によって取り
組みに差がある）。里親支援に心理職がコンサル

表２　乳幼児期からの心理面での繋ぎに関する取り組みの内容と頻度（心理職）

取り組みの内容（カテゴリー） 頻度点数

ⅰ） ライフストーリーワークに関する取り組みの配慮 ( 育ちアルバム作成、生い立ちや家族
について日常的に触れることができる環境の調整等） 1.40

ⅱ） 乳児院や児童養護施設（別法人・併設 [ 同一法人含む ]）との間での交流等の配慮 ( 慣ら
し保育等 ) 0.89

ⅲ） 家庭との繋ぎの配慮 ( 早期からの面会の実施等、柔軟な対応等 ) 0.95

ⅳ） 里親に対するマッチング支援やアフターフォローの配慮 0.51

ⅴ） 兄弟・姉妹での入所の場合）兄弟・姉妹関係への配慮等 ( 同一ユニットでの対応等 ) 1.28

ⅵ） 施設内のユニット、ブロック間での相互交流の重視 ( 職員の人事異動、建物の部分共有、
日常交流等 ) 1.28

ⅶ） 心理教育プログラム（コモンセンスペアレンティング、セカンドステップ、CAP 等）の
重視 1.20

ⅷ） 児童家庭支援センターとの連携や協力 0.78

ⅸ） 児童相談所との特段の連携や協力 1.97

ⅹ） 市町村との連携や協力 0.66

ⅺ） 里親会との連携や協力 0.39
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テーションとして関与する場合もあるが、心理職と
してのかかわりはおおむね限定的であり、取り組み
はこれから始めていくといった意見も多かった。
（３）施設心理職としての意見
施設心理職としての意見について記述式で尋ね、

KJ法に準じて分析したところ、大きく分けると、難
しさや課題に関すること（マイナス面）と、その一
方で心理職が機能している、うまく心理的ケアが取
り入れられている（プラス面）といったカテゴリー
に分けられれた。具体的には、立ち位置が難しいと
感じることがある、現場の職員との間に距離があり
チーム内に入っていくのが難しい、職員不足により
生活に入る時間が多く心理業務がやりづらい、一人
職場に伴う難しさがある、勤務日数が少ない（非常
勤）ためやれることが限られる、職員とのコミュニ
ケーションがとりづらい、他機関との連携がとれ
ていない、などが挙げられた一方で、ユニットが変
わっても（担当職員が変わっても）心理職は変わら
ず長期的に継続できる点が良い、県内の心理士ネッ
トワークができており困ったら相談できる関係がで
きている、心理職が生活場面に入ることでアセスメ
ントが深まる、長期の勤務継続により心理職の存在
感が出て意見も尊重される、LSWの取り組みを児相
や担当職員と協力しながら行うことができ子どもに
与える安心感が大きいと感じるなど、心理職の専門
性を適切に活かすことができているという意見も少
なくなかった。心理職の勤務が長期になるにつれて
その役割も大きくなっていると思われた。

Ⅳ　総合考察とまとめ

児童虐待は子どもの心に大きな傷つきをもたらす
ものであり、できるだけ早くから専門性の高い心理
的なケアをする必要があると言える。児童に対する
虐待は、乳幼児期といった人生の初期から発生して
いることも少なくないため、そのケアは、乳幼児期
という早期から、しかもその後の人生の連続性とい
う視点を考慮した上で実施していくことが極めて
重要であることはこれまでに指摘されてきた（渡
辺、2003；南山・青木、2012；山本、2012；友田、
2017）。深刻な虐待を受けた子どもたちは家庭分
離を余儀なくされて、児童福祉施設に入所すること
も少なくないため、施設における状況を明らかにす
るために、全国の乳児院、児童養護施設を対象にし
た質問紙調査（大迫・白澤、2019a,2019b）、さら
には、実地調査を実施した（大迫・白澤、2021，
2022）。その結果からは、全体的な流れとしては、

早期からの連続性を保つような心理的ケアの考え方
が重視されてきていることが示された。具体的に
は、国の施策として、心理職の配置をはじめとし
て、多くの加算職員（家庭支援専門相談員や里親支
援専門相談員など）を配置して、手厚い処遇への改
善が図られたうえで、心理職を中心に、早期からの
連続性を持った心理的ケアを支える理論的な支柱
である自身の人生のつながりとその意味付けを重
視するライフストーリーワークの考え方（Rose,R. 
& Philpot,T.、2005；楢原、2015；山本・楢原・徳
永・平田、2015；大迫、2017）が、乳児院や児童養
護施設においても、浸透し始めていることが認めら
れていた。その上で、厚生労働省の家庭的養護推進
の方向性のもと、児童福祉施設においては、小規模
化や地域分散化の流れが進みつつあったが、それら
に伴う子どもの様子と職員の変化に関する縦断的な
調査の必要性が感じられ、また、もう一つの柱であ
る里親養育という点でも、里親を支援する人や機関
が必要であり、協働して養育にあたるという施設の
役割（高機能化・多機能化）を強化していくことの
重要性も認識されたため、一層の調査検討の試みが
必要だと考え、乳児院に関する調査（大迫・白澤、
2023）に引き続いて、今回の調査に至ったものであ
る。

その結果からは、最も重要な視点であった乳幼児
期からの連続性を持った心理的ケアについては、多
くの施設において、施設内、および関係機関との間
において、繋ぎの意識を持ちながら、重要な課題と
して取り組んでいることが明らかとなり、その継続
性、発展性が認められた。

さらに、本研究の背景として重要である３つの点
から、つまり、小規模化を中心とする視点、里親
支援を含むところの施設の高機能化や多機能化をめ
ぐる視点、さらに、心理職の役割等に関する視点を
中心に考察を行うとともに、課題等についても述べ
る。

まず、小規模化に関連するところでは、小規模化
の下で、多くのメリットがあることが明らかになっ
た。具体的には、生活が落ち着いた、信頼関係の構
築が容易になった、担当の職員が子どもを把握しや
すくなったので心理職にとってもプラスになるこ
と、などが挙げられていた。しかしながら、その逆
に、子ども同志や職員との間での関係性が悪くなっ
た場合の立て直しの困難さや、職員との分離等に伴
う喪失感は逆に非常に大きくなる、あるいは職員の
負担が大きくなる、などの問題点あった。施設や地
域の環境はそれぞれ異なり、非常に大きな差がある
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ため、一概には言えないが、メリットの反面、デメ
リット面も、かならずしも小さいとは言えず、それ
ぞれの施設において最適解を模索していくことが求
められる難しさも感じられた。

次に、里親支援を含めた施設の高機能化や多機能
化をめぐる点では、里親支援専門相談員の活躍が
あったり、里親サロンを実施しているといった取り
組みもあったが、全般的には、乳児院に比して必ず
しも活動が活発とは言えない状況も見られた。しか
も、概して心理職のかかわりは、かなり限定的な
ところもあるようであった。ただし、併設施設とし
て、乳児院や児童家庭支援センターがあり、里親支
援機関として稼働している場合などには、活動が比
較的積極的である傾向も認められた。このように、
徐々にではあるが、施設の多機能化や高機能化が進
んでいるとも言え、今後、心理職の活用なども含め
ての発展が期待され、地域への貢献がさらに求めら
れていくと思われる。

心理職のかかわりに関しては、本研究の土台とな
るテーマである「養育における連続性を持った心理
的ケア」という視点においては、そこに、愛着やラ
イフストーリーワークなどといった、心理的な面か
らのアプローチが極めて重要な点が含まれている。
このことから、専門性の高い心理職の関与は非常に
重要だと思われる。多くの施設において、心理職が
配置されてからの年数が徐々に経過する中で、心理
職の勤務経験が長くなり、力量を高めていくなか
で、施設における心理職の役割、あるいは心理的な
アプローチへの理解が深まり、施設全体として心理
的なケアに関する意識が高まっている等、非常に望
ましいと考えられる傾向も認められた。一方で、生
活職員とのコミュニケーションの取り方が困難で、
立ち位置が難しかったり、一人職場であること、勤
務日数が短い等により、十分力を発揮しにくいとい
う傾向もあった。今後、小規模化や多機能化の方向
性を踏まえて、心理職の関与の方策については、さ
らなる模索が必要である。

各施設において、施設の形態・文化や地域性が異
なるが、それぞれの状況に応じて、非常に熱心か
つ、貴重な取り組みが行われていると考えられた。
そのため、一概にまとめることは難しいが、連続性
を持った心理的な援助を行っていく上で、おおむね
小規模化・地域化については、メリットは大きい。
ただしその一方で、デメリットとなる側面があるこ
とも考えられた。今後、各施設における特徴を生か
して、メリットを活かし、デメリットをできるだけ
減らしながら子どものよりよい発達を促していくよ

うな取り組み、また職員の負担が過重になることな
く、専門性を高めながらやりがいを持って仕事に取
り組むことができるような環境整備が進んでいくこ
とが期待された。そのためには、地域の関係機関や
専門職との連携による支援の充実、あるいは、国や
自治体が定める政策対応による支援などが重要であ
ると考えられる。

今後、可能な限り、各施設の特徴に応じた有効な
取り組みなどを、実地訪問などによって調査し、そ
の結果を積み上げ、集約することで、この領域にお
ける子どもと職員にとって効果的な方策などを、現
場とも共有しながら、提案、提言に結び付けていく
必要があると思われる。その際には、青木（2012）
が指摘するように、生活臨床という視点を大事にす
る必要がある。そして、そのような知見を、可能な
限り、広く現場での実践に取り入れたり、今後も、
できる限り国や自治体が進める政策対応などにもつ
なげたりすることができれば望ましいと考える。

＜付記＞
研究を進めるにあたり、協力をいただきました当

該児童養護施設の施設長をはじめとする皆様方に
は、心より深く感謝申し上げます。

なお、本研究の一部は、第20回日本福祉心理学会
（日本福祉心理学会事務局：オンライン）にて発表
した。また、本研究は、JSPS科研費18K02095（研
究代表者：大迫秀樹、研究分担者:白澤早苗）の助成
を受けて実施されたものの一部である。
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